
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
例
休
猟
区
の
指
定
（
二
件
） 

（
自
然
保
護
課
）　

　

一

〇
休
猟
区
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
三
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
昭
和
五
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
二
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
昭
和
六
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
三
十
七
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部

　

改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
平
成
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
七
十
五
号
（
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
）
の
一
部
改

　

正 

（　
　

同　
　

）　

　

九

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
十
六
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
猟
区
の
区
域
を
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

区
域

　
　

犬
飼
休
猟
区
の
全
部
の
区
域　

　
　

坂
元
休
猟
区
の
全
部
の
区
域　

　
　

雨
塚
山
休
猟
区
の
全
部
の
区
域　

　
　

金
ヶ
瀬
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

　
　

深
谷
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

　
　

富
沢
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

　
　

青
麻
山
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

　
　

大
鳥
谷
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

　
　

三
森
山
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

　
　

赤
坂
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

二　

捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
鳥
獣

　
　

イ
ノ
シ
シ

三　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
十
七
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
猟
区
の
区
域
を
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

区
域

　
　

真
野
・
黒
森
山
休
猟
区
の
全
部
の
区
域

二　

捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
鳥
獣

　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ

三　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
十
八
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
　

１　

名
称

　
　
　

犬
飼
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

伊
具
郡
丸
森
町
峠
地
内
の
宮
城
県
と
福
島
県
の
境
界
線
と
県
道
丸
森
梁
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
東
及
び
北
東
に
進
み
町
道
欠
入
落
合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
及
び
東
に
進
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み
町
道
五
福
谷
北
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
五
福
谷
北
山
線
を
南
西
進
し
町
道
古
田
峠
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
古
田
峠
線
を
南
東
進
し
県
道
丸
森
霊
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を

南
西
進
し
農
道
一
四－

二
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
西
進
し
県
道
松
平
梁
川
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
、
北
西
及
び
西
に
進
み
宮
城
県
と
福
島
県
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

二
　

１　

名
称

　
　
　

坂
元
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
道
合
地
内
国
道
六
号
と
県
道
角
田
山
元
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を

南
進
し
、
宮
城
県
と
福
島
県
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
進
し
、
山
元
町
と
伊
具

郡
丸
森
町
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
、
山
元
町
と
角
田
市
の
境
界
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
し
、
県
道
角
田
山
元
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
、

北
東
及
び
北
に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

三
　

１　

名
称

　
　
　

雨
塚
山
休
猟
区

　

２　

区
域

　

白
石
市
越
河
五
賀
地
内
の
市
道
越
河
小
原
線
と
市
道
越
河
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
越
河
線

を
南
西
進
し
国
道
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
進
し
宮
城
県
と
福
島
県
の
境
界
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
及
び
南
及
び
西
に
進
み
、
県
道
白
石
国
見
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
県
道
を
北
東
及
び
東
に
進
み
、
旧
国
道
一
一
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
旧
国
道
を
北
東
及
び

東
に
進
み
市
道
越
河
小
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
及
び
北
東
及
び
南
東
に
進
み
起
点
に

至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

四

　

１　

名
称

　
　
　

茂
ヶ
沢
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
境
沢
地
内
の
町
道
大
野
沢
線
と
国
道
一
一
三
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道

を
西
及
び
北
西
に
進
み
県
道
上
山
七
ヶ
宿
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
進
し
宮
城
県
と
山
形

県
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
進
し
大
野
沢
沿
い
の
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業
道
を
南
東
進
し

農
道
大
野
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
進
し
町
道
大
野
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
町
道
を
南
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

五
　

１　

名
称

　
　
　

金
ヶ
瀬
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

柴
田
郡
大
河
原
町
金
ヶ
瀬
地
内
の
県
道
一
一
五
号
線
と
町
道
金
改
一
六
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
南
西
進
し
町
道
青
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
青
木
線
を
南
西
進
し
町
道
西
幹
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
西
幹
線
を
南
進
し
国
道
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
、
西

及
び
北
西
に
進
み
県
道
二
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
及
び
西
に
進
み
県
道
一
二
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
一
二
号
線
を
北
進
し
東
北
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動

車
道
を
北
東
進
し
県
道
一
一
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
、
南
東
、
北
東
及
び
南
東
に
進

み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

六
　

１　

名
称

　
　
　

深
谷
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

白
石
市
福
岡
深
谷
地
内
の
市
道
鳥
越
線
と
東
北
自
動
車
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を

南
西
進
し
児
捨
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
左
岸
を
西
進
し
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し
市
道
鎌
先
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
三
住
線
と
の
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交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
三
住
線
を
北
西
進
し
県
道
南
蔵
王
七
ヶ
宿
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
北
東
及
び
東
に
進
み
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
進
し
市
道
白
石
牧
場
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
市
道
鳥
越
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
鳥
越
線
を

南
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

七
　

１　

名
称

　
　
　

富
沢
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

柴
田
郡
柴
田
町
富
沢
地
内
の
林
道
田
中
線
と
岩
沼
市
と
柴
田
町
の
境
界
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

同
境
界
線
を
南
進
し
町
道
四
日
市
場
一
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道
上
川
名
四

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、同
所
か
ら
町
道
上
川
名
四
号
線
を
北
西
進
し
町
道
入
間
田
四
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
町
道
入
間
田
四
四
号
線
を
西
進
し
町
道
入
間
田
二
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
入
間
田

二
〇
号
線
を
北
西
進
し
町
道
入
間
田
一
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
入
間
田
一
〇
号
線
を
北
西
進

し
町
道
入
間
田
二
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
入
間
田
二
〇
号
線
を
北
西
進
し
町
道
入
間
田
二
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
入
間
田
二
号
線
を
北
西
進
し
林
道
雨
乞
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
林
道
を
北
及
び
東
に
進
み
町
道
富
沢
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
町
道
富
沢
二
五

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
富
沢
二
五
号
線
を
東
進
し
町
道
富
沢
一
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
町
道
富
沢
一
一
号
線
を
北
進
し
町
道
富
沢
一
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
富
沢
一
〇
号
線

を
北
進
し
林
道
田
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

八
　

１　

名
称

　
　
　

青
麻
山
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

刈
田
郡
蔵
王
町
円
田
地
内
の
県
道
一
二
号
線
と
東
北
電
力
送
電
線
蔵
王
幹
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
同
送
電
線
を
南
及
び
南
西
に
進
み
蔵
王
町
と
白
石
市
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北

西
、
南
西
及
び
西
に
進
み
東
北
電
力
送
電
線
常
磐
幹
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線
を
北
進
し
県
道

一
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

九
　

１　

名
称

　
　
　

大
鳥
谷
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
地
内
の
県
道
蔵
王
川
崎
線
と
県
道
白
石
上
山
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
県
道
白
石
上
山
線
を
北
西
進
し
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進

み
町
道
前
川
枇
杷
落
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
県
道
蔵
王
川
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
　

１　

名
称

　
　
　

三
森
山
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

柴
田
郡
川
崎
町
本
砂
金
地
内
の
川
崎
町
と
仙
台
市
の
境
界
線
と
町
道
天
形
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
南
西
、
北
及
び
南
西
に
進
み
町
道
所
夫
栃
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
所
夫
栃
原
線
を

南
東
進
し
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
、
南
東
、
南
西
及
び
南
に
進
み
町
道
柳
生

川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
西
進
し
林
道
北
太
郎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
北
西
進
し
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
川
崎
町
と
仙
台
市

の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
川
崎
町
と
仙
台
市
の
境
界
線
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
一

　

１　

名
称

　
　
　

赤
坂
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
字
畑
前
北
地
内
県
道
定
義
仙
台
線
と
仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
字
畑
前
北
よ
り
蒲
沢
山
へ
至
る

山
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
、
林
道
夜
盗
沢
奥
武
士
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
林
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
、
市
道
奥
武
士
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
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道
明
神
夜
盗
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
道
上
辺
田
横
手
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
、
市
道
赤
坂
明
神
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西

進
し
、
市
道
銅
谷
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
、
銅
谷
原
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
北
西
進
し
、
国
有
林
三
三
林
班
の
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業
道
を
南

西
進
し
林
道
芋
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
進
し
、
蒲
沢
山
へ
至
る
山
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
山
道
を
南
進
し
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
二

　

１　

名
称

　
　
　

真
野
・
黒
森
山
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

石
巻
市
沢
田
地
内
国
道
三
九
八
号
と
県
道
稲
井
沢
田
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
進
し

町
道
牛
石
橋
半
堂
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
県
道
石
巻
雄
勝
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
林
道
安
野
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
山
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
東
南
進
し
林
道
石
投
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
南
進
し
林
道

日
蕨
小
萩
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
南
進
し
町
道
大
原
本
通
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
南
進
し
町
道
清
水
一
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道
清
水
一
八
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
六
七
林
班
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

線
を
西
進
し
六
四
林
班
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
、
南
進
、
西
進
、
南
進
し
六

五
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
林
道
黒
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
西
進
し
六
二
林
班
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
五
九
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
町
道
浦
宿
一
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
国
道
三
九
八
号
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
三

　

１　

名
称

　
　
　

松
島
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
地
内
国
道
四
五
号
と
国
道
三
四
六
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
国
道
三
四
六
号

を
北
及
び
東
に
進
み
、
町
道
品
井
沼
大
橋
・
鹿
渡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
、
吉
田
川

右
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
北
東
進
し
、
町
道
竹
谷
幡
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
南
東
進
し
、
県
道
鹿
島
台
鳴
瀬
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
進
し
、
松
島
町
と
東

松
島
市
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
、
国
道
四
五
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
四

　

１　

名
称

　
　
　

大
滝
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

加
美
郡
加
美
町
鹿
原
地
内
町
道
滝
庭
線
と
町
道
上
区
青
野
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
町
道
上
区
青

野
線
を
南
西
進
し
町
道
青
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
及
び
西
に
進
み
林
道
白
沼
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
進
し
林
道
鹿
原
併
用
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
進
し

国
有
林
道
大
滝
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
町
道
滝
庭
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
北
東
進
し
大
滝
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
る
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業
道
を
南
進
し
大
滝

川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
北
東
進
し
、
同
所
か
ら
町
道
滝
庭
線
に
至
る
遊
歩
道
（
田
谷

地
沼
周
辺
）
に
至
る
作
業
道
を
北
東
進
し
同
遊
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
遊
歩
道
を
北
東
進
し
町
道

滝
庭
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
東
及
び
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
五

　

１　

名
称

　
　
　

善
王
寺
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

登
米
市
登
米
町
寺
池
地
内
県
道
築
館
登
米
線
と
市
道
船
橋
下
町
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
南
進
し
市
道
前
船
橋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
県
道
古
川
登
米
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
進
し
市
道
十
日
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
国
道
三
四

六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
市
道
新
町
見
通
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
北
西
進
し
県
道
新
田
米
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
及
び
西
に
進
み
県
道
古
川
佐
沼
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
市
道
鴻
ノ
木
薬
師
島
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
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道
を
南
東
進
し
県
道
米
山
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
市
道
大
網
一
〇
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
道
新
井
宿
大
涌
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北

進
し
市
道
大
橋
大
網
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
迫
川
水
管
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
水
管
橋
を
北
東
進
し
国
道
三
四
六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
進
し
市
道
祝
祭
劇
場

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
県
道
築
館
登
米
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
築
館

登
米
線
を
南
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
六

　

１　

名
称

　
　
　

柳
沢
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

加
美
郡
加
美
町
柳
沢
地
内
県
道
岩
出
山
宮
崎
線
と
県
道
柳
沢
中
新
田
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県

道
柳
沢
中
新
田
線
を
北
西
進
し
農
道
焼
切
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
進
し
旧
農
道
焼
切
原
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
旧
農
道
を
西
進
し
赤
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
赤
線
を
南
進
し
柳
沢
砂
坂
地
内

山
裾
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
裾
を
西
進
し
集
落
内
公
衆
用
道
路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
公
衆
用
道
路
を
北
進
し

柳
沢
太
田
前
地
内
山
裾
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
裾
を
西
進
し
宮
崎
道
城
二
番
地
内
山
裾
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

山
裾
を
北
西
進
し
町
道
道
城
線
に
至
り
、同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
進
し
県
道
鳴
子
小
野
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
進
し
林
道
細
谷
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
作
業
道
山
神
前

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業
道
を
北
進
し
作
業
道
二
口
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業

道
を
南
東
進
し
町
道
青
木
原
別
所
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
進
し
町
道
前
坂
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
町
道
白
子
田
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
県
道
岩
出
山
宮

崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
及
び
南
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
七

　

１　

名
称

　
　
　

真
山
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
地
内
国
道
四
七
号
と
県
道
岩
出
山
上
蛭
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国

道
を
北
西
進
し
県
道
栗
駒
岩
出
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
、
市
道
真
山
古
川
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
道
長
岡
清
滝
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
及
び
東

に
進
み
市
道
古
林
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
道
大
境
堀
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
県
道
古
川
一
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
進
し
市
道
大
谷

川
鹿
の
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
進
し
県
道
岩
出
山
上
蛭
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
八

　

１　

名
称

　
　
　

南
ノ
沢
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

登
米
市
東
和
町
朝
田
貫
地
内
国
道
三
九
八
号
と
市
道
南
ノ
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
西
進
し
市
道
相
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
銅
円
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
沢
を
東
進
し
国
有
林
六
二
九
林
班
と
同
六
三
〇
林
班
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を

東
南
進
し
同
六
三
一
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
六
二
九
林
班
と
同
六
三
一
林
班
の
境
界
線
を
東
南
進

し
登
米
市
と
本
吉
郡
南
三
陸
町
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
及
び
南
に
進
み
市
道
米

谷
志
津
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
国
道
三
九
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

国
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

十
九

　

１　

名
称

　
　
　

相
川
休
猟
区

　

２　

区
域

　

登
米
市
東
和
町
米
谷
地
内
国
道
三
九
八
号
と
県
道
東
和
登
米
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を

北
東
進
し
、
市
道
根
郭
相
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
、
市
道
相
川
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
、
市
道
南
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
、

国
道
三
九
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

二
十
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１　

名
称

　
　
　

馬
籠
休
猟
区

　

２　

区
域

　

気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
、
登
米
市
の
境
界
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
気
仙
沼
市
と
登
米
市
境
界
線

を
北
及
び
東
に
進
み
、
宮
城
県
と
岩
手
県
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
及
び
北
進
し
、

国
道
三
四
六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
東
進
し
、
県
道
馬
籠
志
津
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
、
気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
三
陸
町
と
気

仙
沼
市
の
境
界
線
を
西
進
し
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

二
十
一

　

１　

名
称

　
　
　

大
谷
休
猟
区

　

２　

区
域

　

気
仙
沼
市
本
吉
赤
牛
地
内
国
道
四
五
号
と
市
道
赤
牛
漁
港
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北

東
進
し
市
道
大
谷
鉱
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
、
市
道
高
瀬
ヶ
森
東
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
、
市
道
岩
尻
鉱
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
、

市
道
長
畑
開
拓
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
及
び
東
進
し
、
市
道
岩
尻
縦
貫
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
及
び
東
進
し
、
気
仙
沼
市
道
田
中
赤
貝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
東
進
し
、
市
道
菖
蒲
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
、
国
道
四
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
、
市
道
向
原
岩
井
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
、
市
道
牧

明
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
、
市
道
杉
の
下
明
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
東
進
し
、
杉
の
下
漁
港
防
波
堤
へ
の
接
続
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
接
続
道
を
南
西
進
し
、

杉
の
下
漁
港
防
波
堤
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
防
波
堤
海
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
海
岸
線
を
南
西
進

し
、
赤
牛
漁
港
三
角
岩
突
堤
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
突
堤
を
西
進
し
、
同
突
堤
西
端
に
至
り
、
同
所
か

ら
赤
牛
漁
港
施
設
を
同
施
設
と
市
道
赤
牛
津
間
新
屋
敷
後
線
と
の
交
点
ま
で
西
進
し
、
同
市
道
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
北
西
進
し
、
市
道
赤
牛
漁
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
、
起
点
に
至
る

線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

二
十
二

　

１　

名
称

　
　
　

津
久
毛
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

栗
原
市
金
成
小
迫
地
内
国
道
四
号
と
県
道
油
島
・
栗
駒
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
西
進
し
、
同

県
道
と
県
道
中
田
・
栗
駒
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
進
し
、
県
道
栗
駒
・
金
成
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
、
金
成
鳥
獣
保
護
区
と
の
交
点
に
至
り
、
同
保
護
区
線
沿
い
に
南
東

進
し
、
市
道
岩
崎
・�
木
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
、
国
道
四
号
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

二
十
三

　

１　

名
称

　
　
　

沼
倉
休
猟
区　

　

２　

区
域

　

栗
原
市
栗
駒
沼
倉
馬
場
地
内
の
市
道
留
岡
永
洞
線
と
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国

道
を
北
進
し
市
道
馬
場
駒
の
湯
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
及
び
北
西
に
進
み
栗
駒
鳥
獣
保
護

区
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
進
し
岩
手
県
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
北
、
東
、
及
び
南
東
に
進
み
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し

市
道
留
岡
永
洞
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区

域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
十
九
号

　

昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
十
三
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

野
中
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
長
袋
字
上
野
原
地
内
の
柴
田
郡
川
崎
町
と
の
境
界
と
東
北
電
力
株
式
会
社
送
電
線
仙
山
Ｂ

線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
進
し
林
道
天
形
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
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北
進
し
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
馬
場
字
向
山
地
内
の
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北
及
び
西
に
進

み
県
道
仙
台
山
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
県
道
仙
台
山
寺
線
深
野
橋
と
名
取
川
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
東
進
し
東
北
電
力
株
式
会
社
送
電
線
西
高
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
線
及
び
仙
山
Ｂ
線
を
南
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

野
中
鳥
獣
保
護
区
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四　

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　

１　

指
定
区
分　

森
林
鳥
獣
生
息
地

　

２　

変
更
理
由

　

当
該
区
域
は
、
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
長
袋
・
馬
場
地
内
の
名
取
川
か
ら
川
崎
町
境
界
ま
で
の
南
西
部
地
域
に

広
が
る
森
林
地
帯
で
、
県
立
自
然
公
園
二
口
渓
谷
の
一
部
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
人
工
林
及
び
広
葉
樹
林
相
の
変

化
に
富
む
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
キ
ジ
、
ト
ビ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
な
ど
を
始
め
多
様
な
野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
野
生
鳥
獣

の
保
護
繁
殖
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
今
後
も
鳥
獣
保
護
の
一
翼
を
担
う
た
め
、
指
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

３　

管
理
方
針　

　

区
域
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め
、
案
内
板
及
び
制
札
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
職
員
及
び
自
然
保
護

員
に
よ
り
区
域
内
を
巡
視
し
、
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行

う
。

　

化
女
沼
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

大
崎
市
古
川
小
野
地
内
、
国
道
四
号
と
市
道
旧
国
道
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
、

市
道
上
蝦
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
、
市
道
小
高
新
田
二
号
線
に
接
続
し
、
同
市
道
を

南
西
に
進
み
、
市
道
小
高
新
田
一
号
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
、
市
道
朽
木
橋
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
、
県
道
化
女
沼
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
、

市
道
朽
木
橋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
、
市
道
化
女
沼
東
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
北
及
び
西
に
進
み
、
市
道
自
動
車
道
東
宮
沢
二
号
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
、

市
道
化
女
沼
西
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
、
市
道
朽
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
西
進
し
、
市
道
川
熊
清
滝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
、
市
道
宮
沢
高
清
水
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
及
び
東
に
進
み
、
国
道
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南

西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

化
女
沼
鳥
獣
保
護
区
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四　

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　

１　

指
定
区
分　

森
林
鳥
獣
生
息
地

　

２　

変
更
理
由

　

当
該
区
域
は
、
大
崎
市
古
川
に
あ
る
化
女
沼
周
辺
に
位
置
し
、
化
女
沼
、
蝦
沢
堤
な
ど
の
湖
沼
と
周
辺
に
は
森

林
や
水
田
が
広
が
っ
て
お
り
、
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
冬
期
に
は
化

女
沼
、
蝦
沢
堤
に
、
ガ
ン
カ
モ
類
が
多
数
飛
来
し
、
重
要
な
越
冬
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
化
女
沼
周
辺
の
森

林
で
は
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
等
の
猛
禽
類
の
生
息
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
該
区
域
は
、
鳥
獣

保
護
区
と
し
て
野
生
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
今
後
も
鳥
獣
保
護
の
一
翼
を
担
う
た

め
、
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

３　

管
理
方
針

　

区
域
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め
、
案
内
板
及
び
制
札
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
職
員
及
び
自
然
保
護

員
に
よ
り
区
域
内
を
巡
視
し
、
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行

う
。

　

相
川
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

石
巻
市
北
上
町
相
川
地
内
市
道
小
泊
・
小
指
線
と
市
道
相
川
三
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
西
進
し
市
道
相
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
林
道
十
三
浜
相
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
西
進
し
同
林
道
か
ら
楯
火
峠
に
続
く
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北
西
進
し

石
巻
市
と
南
三
陸
町
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
大
岸
山
山
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
進
し
市
道
相
川
一
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
市
道

小
泊
・
小
指
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
及
び
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

相
川
鳥
獣
保
護
区
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四　

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　

１　

指
定
区
分　

森
林
鳥
獣
生
息
地

　

２　

変
更
理
由
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当
該
区
域
は
、
石
巻
市
北
上
町
相
川
地
区
の
東
側
に
位
置
す
る
。
区
域
の
大
部
分
が
森
林
と
な
っ
て
お
り
、
ス

ギ
、
ア
カ
マ
ツ
の
人
工
林
と
広
葉
樹
の
二
次
林
を
中
心
に
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
区
域

の
東
側
は
国
有
林
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
を
始
め
多
様
な
鳥
類
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
該
区
域
は
、

鳥
獣
保
護
区
と
し
て
野
生
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
今
後
も
鳥
獣
保
護
の
一
翼
を
担

う
た
め
、
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

３　

管
理
方
針　

　

区
域
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め
、
案
内
板
及
び
制
札
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
職
員
及
び
自
然
保
護

員
に
よ
り
区
域
内
を
巡
視
し
、
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行

う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
千
二
十
号

　

昭
和
五
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
十
二
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

水
戸
辺
在
郷
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

町
道
上
沢
線
と
水
戸
辺
川
右
岸
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
右
岸
を
北
東
に
進
み
海
岸
線
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
海
岸
線
を
北
東
、
東
及
び
南
に
進
み
農
道
今
東
線
に
至
り
、
同
農
道
を
西
及
び
南
に
進
み
町
道
津
の
宮
滝

浜
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
国
道
三
九
八
号
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
に
進
み
町
道
滝

浜
上
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
林
道
滝
浜
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
及
び
南
西
に
進
み

南
三
陸
町
と
石
巻
市
の
境
界
線
に
接
続
す
る
沢
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
西
に
進
み
南
三
陸
町
と
石
巻
市
の
境

界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
、
西
、
南
、
南
西
、
北
西
、
西
及
び
北
東
に
進
み
林
道
志
津
川
線
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
及
び
北
東
に
進
み
町
道
上
沢
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至

る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

水
戸
辺
在
郷
鳥
獣
保
護
区
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四　

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　

１　

指
定
区
分　

森
林
鳥
獣
生
息
地

　

２　

変
更
理
由

　

当
該
区
域
は
、
南
三
陸
町
戸
倉
地
区
に
あ
る
翁
倉
山
の
北
東
部
に
位
置
し
、
落
葉
広
葉
樹
林
や
針
葉
樹
林
な
ど

林
相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
準
絶
滅
危
惧
（
Ｎ
Ｔ
）
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
オ
オ
タ
カ
等
の
希
少
猛
禽
類
の
行
動
圏
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
等

森
林
性
鳥
獣
も
多
く
生
息
し
て
い
る
た
め
、
環
境
を
維
持
し
鳥
獣
保
護
す
る
た
め
引
き
続
き
、
指
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

３　

管
理
方
針　

　

区
域
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め
、
案
内
板
及
び
制
札
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
職
員
及
び
自
然
保
護

員
に
よ
り
区
域
内
を
巡
視
し
、
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行

う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
千
二
十
一
号

　

昭
和
六
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
三
十
七
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成

二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
（
田
代
鳥
獣
保
護
区
）
の
２
及
び
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

区
域

　

加
美
郡
加
美
町
寒
風
沢
地
内
林
道
長
沼
線
と
二
ツ
石
川
支
流
の
前
森
沢
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
沢

を
西
進
し
セ
ン
ロ
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
進
し
国
有
林
宮
城
北
部
森
林
計
画
区
二
〇
四
林
班

と
二
〇
五
林
班
の
境
界
線
に
至
り
、同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
宮
城
県
と
山
形
県
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
、
加
美
町
と
大
崎
市
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
岩
堂
沢
林

道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
南
進
し
県
道
最
上
小
野
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
林

道
長
沼
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

４　

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　
�
　

指
定
区
分　

森
林
鳥
獣
生
息
地

　
�
　

変
更
理
由

　

当
該
区
域
は
、
加
美
郡
加
美
町
西
部
の
船
形
連
邦
の
北
端
部
、
栗
駒
山
系
及
び
船
形
連
邦
を
結
ぶ
と
こ
ろ
に
位

置
し
、
主
と
し
て
ブ
ナ
等
落
葉
広
葉
樹
が
生
育
す
る
天
然
の
森
林
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
大
型
獣
類
（
以
下
「
大
型
獣
類
」
と
い
う
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

拡
大
箇
所
は
、大
型
獣
類
の
季
節
的
な
移
動
及
び
繁
殖
の
た
め
の
移
動
の
経
路
と
し
て
も
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
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林
野
庁
の
「
緑
の
回
廊
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
当
該
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
並
び
に
大
型
獣
類
の
保
護
及
び
繁
殖
の
た
め
に
重
要
な
区
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
同
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
�
　

管
理
方
針　

　

区
域
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め
、
案
内
板
及
び
制
札
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
職
員
及
び
自
然
保
護

員
が
区
域
内
を
巡
視
し
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
繁
殖
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行

う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
千
二
十
二
号

　

平
成
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
七
十
五
号
（
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二

十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
（
住
吉
台
・
館
地
区
銃
猟
禁
止
区
域
）
の
２
及
び
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

区
域

　

仙
台
市
泉
区
実
沢
字
男
生
山
地
内
仙
台
市
泉
区
と
青
葉
区
と
の
境
界
線
と
東
北
自
動
車
道
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
及
び
北
、
西
及
び
北
西
に
進
み
、
国
有
林
と
民
有
林
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
、
国
有
林
林
道
杭
城
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国

有
林
林
道
を
東
及
び
南
に
進
み
、
林
道
杭
城
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
進
し
、
市
道
下
田
中

焼
河
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
、
泉
国
際
ゴ
ル
フ
場
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
、
市
道
柏
坊
寿
連
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進

し
、
市
道
大
満
寺
町
幹
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
、
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
進
し
、
市
道
細
田
鳥
居
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
、
県
道

泉
ヶ
丘
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
進
し
、
国
道
四
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
国
道
を
北
東
進
し
、
市
道
桐
ヶ
崎
年
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
、
市
道
白
藤
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
、
県
道
泉
塩
釜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南

西
進
し
、
市
道
北
山
根
白
石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
、
東
北
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
南
西
進
し
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

３　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

第
二
号
（
矢
本
・
大
塩
銃
猟
禁
止
区
域
）
の
２
及
び
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

区
域

　

東
松
島
市
大
塩
地
内
県
道
河
南
鳴
瀬
線
と
町
道
寺
沢
九
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進

し
県
道
大
塩
小
野
停
車
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
町
道
百
合
子
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
寺
沢
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
及
び
北
に
進
み
起

点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

３　

存
続
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

（9）　 平成22年11月１日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第57号　　 


